
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０



 

 

第 10 回真室川スタディツアー「いま、真室川がおもしろい！」 

真室川の宝箱編 PART1 

～国指定重要文化財と県指定文化財に出会う旅～ 

 

 

開 講 式 次 第 

 

会 場：真室川町役場正面玄関前       

時 間：7:30～7:45             

 

  １．開  会 

  ２．主催者あいさつ 

  ３．オリエンテーション 

   (1) 事業の概要・タイムテーブル 

   (2) 事務連絡(体調管理等の諸注意を含む) 

  ４．閉  会 

 

 

閉 講 式 次 第 

 

会 場：真室川公園             

時 間：11:30～11:45           

 

  １．開  会 

  ２．講  評 

  ３．修了証交付 

  ４．主催者あいさつ 

５．記念撮影  

  ６．閉  会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スタディツアーについて】 

 真室川町のスタディツアーにご参加いただき、誠にあり

がとうございます。 

真室川町にはたくさんの宝物がありますが、地域の方々

からは「真室川町には何もない」との声がしばしば聞かれ

ます。子ども達は学校での「ふるさと学習」により、地域

の宝物を多く学んでいます。しかし、その親・祖父母世代

である大人は、真室川の本当の宝物や魅力を知らないまま

に生活している方が、案外いらっしゃるのではないでしょ

うか。そのようなことから、今回、改めて地域の宝を再発

見する社会科見学を企画しました。子ども達と一緒に大人

も町の良さを見つめなおすことで、「真室川町にはいいと

ころがたくさんある」と自信を持って言える方が増えるこ

とを期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光明院(①元亨四年阿弥陀三尊板碑) 

正源寺(②正源寺山門③五郎前遺跡出土「土偶」④鮭延秀綱公墓) 

内町薬師堂(⑥銅造如来倚像) 

真室川公園 

⑤鮭延城跡 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 5 年９月末現在） 

○人口： 世帯

(H31.1.1 時点) 

真室川町は、山形県の内陸最北部に位置し、北側は秋田県に
接している。 

町の約 79％が山林の中山間地域であるため、古くから林業・
農業が盛んである。 

また、各地区には伝統文化が数多く継承されており、番楽・
囃子・わらべ唄のほか、伝承野菜等も引き継がれている。 



 

 

①  元亨四年阿弥陀三尊板碑(げんこうよねんあみださんぞんいたひ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 真室川町平岡地区の光明院に所蔵されており、鎌倉時代末期の元亨四年(1324

年)の年号が刻まれている、高さ 66cm、幅 24cm、厚さ 3cm の大きさの板碑であ

る。 

 碑面上部に、梵字で蓮華座の載るキリーク(阿弥陀)、その下にサ(観音)、サク(勢

至)を配して、弥陀三尊の趣旨を刻んでいる。 

 その下方の中央部に「元亨四年四月廿日」、その左右に光明真言の梵字二十七字

を 4 行に刻んでいる。石材は武蔵地方特産といわれる緑泥片岩、いわゆる武蔵石を

用い、形は典型的な武蔵型である。 

 

 【山形の宝検索 navi(山形県)ホームページより引用】 

 

【県指定文化財】 

【光明真言】 

密教で日常となえる聖句で、大日如来への祈願を

表している。 

これをとなえれば、罪障消滅し福楽長寿を得、浄

土往生ができるとされる。 

真言とは、心理を語った言葉という意味である。 
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②  正源寺山門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 この山門は、旧朝日村大網の湯殿山大日方の総門であったが、昭和 36 年に正源

寺 23 世閑雲旭處和尚(かんうんきょくしょおしょう)によって正源寺に移築され

た。 

 高さ 13m、間口 9.7m、奥行き 6.1m、12 脚の堂々たる楼門(スギ材)であり、

入母屋造りの大きな屋根、楼上の欄干付き回廊、花頭窓などの特徴がある。 

 当初屋根は茅葺きであったが、移築後に銅板葺きに改められた。 

 江戸時代末期の建築とみられ、湯殿山信仰の盛時を偲ばせる貴重な建造物であ

る。平成元年 12 月 16 日、町文化財に指定。 

 

 

 

【町指定文化財(建造物)】 



 

 

③  五郎前遺跡出土「土偶」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 真室川町大字釜渕字五郎前出土(身長 23.4cm 大洞 A’式)。 

 この土偶は、大正 4 年、当時田んぼだった釜渕字五郎前遺跡から発見された。縄

文時代晩期の完全な形をした貴重な完形土偶で、多くの専門誌や美術誌に掲載さ

れ、海外にまで紹介されている。 

 内部は空洞で、色は赤みがかった褐色をし、頭髪は大きく束ねて髷のような形を

している。肩から乳が張り出し、腰にパンツのようなものをつけ、太い両足を持っ

ている。焼成後に朱を塗ったらしく一部にその跡が残っている。 

 昭和 40 年 5 月 29 日、国の重要文化財に指定。 

 

 

 

【国指定重要文化財】 



 

 

④  鮭延秀綱公墓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 近江佐々木源氏出身で最上地域の北部を収めていた鮭延貞綱の息子、秀綱の墓。

秀綱は鮭延城主の時に最上義光による鮭延城攻めを受け、のちに最上家の家臣とな

り活躍。 

 しかし、最上家がお家騒動により改易となると老中土井利勝預かりの身となり、

最後は茨城県古河市(姉妹都市)で 84 歳の生涯を閉じた。 

 自らの財産を家臣たちに分け与え、自身は家臣たちの家を転々としながら過ごし

たとされる。 

 茨城県古河市には秀綱の菩提寺として鮭延寺(けいえんじ)が建立されている。 

 

 

 



 

 

⑤  鮭延城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 近江国佐々木源氏出身で最上地域の北部を収めていた鮭延貞綱が居城として築

城。貞綱の息子、秀綱のときに最上義光による鮭延城攻めが行われたが、城を落と

すのに 2 年を要し、その堅固さから北の要害と名を轟かせた。 

 秀綱が最上家改易で老中預かりの身になると、新庄藩祖戸沢政盛が仮城として入

るが、3 年後には新庄市沼田に新庄城を築き、鮭延城は廃城となった。 

 

 

 

 

【町指定史跡】 



 

 



 

 

 
 



 

 

⑥  銅造如来倚像(内町薬師堂) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 本造は白鳳時代の仏像の特徴をよく表している。高さ 54.5cm、座高 38.1cm、

重量 19.5kg の銅造鍍金像(ときんぞう)で、頭頂から足先まで鋳型で一挙に鋳造さ

れた像である。形は古い倚像形式で、頭部が大きく、両頬の肉付きが豊かな童顔の

表情から白鳳時代末から天平時代初めの政策と考えられている。 

 本像は戦国時代に当地方を領した近江源氏佐々木氏が近江国鯰江(現在の滋賀

県)から持参して来たと伝えられ、初代城主鮭延貞綱時代に悪病流行の折、城南に

堂を建立して士民に参拝させたと云われている。 

 昭和 62 年 6 月 6 日、国の重要文化財に指定。 

 

 

 

 

【国指定重要文化財】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【タイムテーブル】 

時 刻 内  容 摘  要 
所 要 

時 間 

7：15 受付開始 
 

 
15分 

7：30 開講式 役場庁舎玄関前 15分 

7：45 
バス移動 

(役場庁舎→光明院) 
 15分 

8：00 元亨四年阿弥陀三尊板碑見学 
【説明】 

歴史民俗資料館 館長 高橋剛文 
30分 

8：30 
バス移動 

(光明院→正源寺) 
 15分 

8：45 
正源寺見学 

(山門見学・講話・お宝見学) 

【講師】 

正源寺 住職 鮭延節侯氏 
40分 

9：25 鮭延秀綱公墓見学 
【説明】 

歴史民俗資料館 館長 高橋剛文 
10分 

9：35 
バス移動 

(正源寺→鮭延城跡) 
 15分 

9：50 鮭延城跡見学 
【説明】 

歴史民俗資料館 館長 高橋剛文 
40分 

10：30 
徒歩移動 

(鮭延城跡→内町薬師堂) 
 10分 

10：40 銅造如来倚像見学 
【説明】 

歴史民俗資料館 館長 高橋剛文 
20分 

11：00 
バス移動 

(内町薬師堂→真室川公園) 
 15分 

11：15 休憩 真室川公園にて 15分 

11：30 閉講式 真室川公園にて 15分 

11：45 バス移動 中央公民館へ 10分 

11：55 解散 到着後、適宜解散  

 

 

 

 

 


